
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 問 日 質   問   議   員 

① 上 里 善 清 ② 仲宗根 健 仁 ③ 宮 城 秀 功 
 12 月 10 日（金） 

５人 
④ 宮 里 芳 男 ⑤ 仲 松   勤  

⑥ 呉 屋   悟 ⑦ 大 城 好 弘 ⑧ 与那嶺 義 雄 
 12 月 13 日（月） 

４人 
⑨ 有 田   力   

⑩ 城 間 義 光 ⑪ 喜 納 昌 盛 ⑫ 伊 波 時 男 
 12 月 14 日（火） 

４人 
⑬ 長 浜 ひろみ   

⑭ 伊 礼 一 美 ⑮ 前 里 光 信 ⑯ 大 城 誠 一 
 12 月 15 日（水） 

４人 
⑰ 大 城 純 孝   

  

  

    

 平成２２年第９回（１２月） 

西 原 町 議 会 定 例 会 

一 般 質 問 通 告 
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一般質問通告内容（平成２２年第９回定例会） 

質  問  者           上   里    善   清   議  員          質問の相手 

１ 介護保険事業

の拡充につい

て 

(1) いいあんべー事業の回数を増やすことができないか、お

伺いします。（現在は、月１回）  
町    長

２ 産業の振興に

ついて 
産業をおこし、雇用促進を！ 
 日本の経済は、その構造改革移行、さまざまな変化が起こ

りました。これは、グローバル化の進む世界経済の中でいた

しかたのないことではあるが、その中で、国民生活環境の悪

化（特に、所得の減少）が経済に与えている影響が大きくな

っています。 
 地方自治の時代といわれている中で、前途は多難な状況に

は変わりなく、私たちは気を引き締めて諸問題に取り組まな

ければなりません。今までの与えられたものではなく、自ら

創造する力が必要になっています。 
 そのような情勢を踏まえた場合、今度は、特に農業生産物

や漁業収穫物の二次製品化を進め、地産地消のできる体制づ

くりが必要であると思います。 
(1) そのため、資金の補助等を行うとともに、道の駅を建設

することが必要であると思いますが、町長の見解をお伺い

します。 
(2) また、女性パワーが活かせるよう、就労支援策を講じる

必要があると思いますが、町長の見解をお伺いします。 

町    長

３ 安心・安全な

まちづくりに

ついて 

 私たちの住む西原町は、人口増加に伴い、活性化した反面、

住環境の悪化も進んでいます。特に、兼久はもとより平園、

与那城、美咲、我謝地区においては、道幅が狭く消防車の入

れないところもあり、非常に危険な状況にあります。また、

子ども達が登下校するにも道幅が狭く危険であります。 
(1) そのため、これらの地域の危険箇所の道路の早期整備が

必要であると思いますが、町長の見解をお伺いします。 
(2) また、これらの地域の今後の道路網整備計画について、

お伺いします。 

町    長

４ 区画整理事業

について 
(1) 以前、兼久地域に区画整理事業の計画があり、説明会も

行っていましたが、現在はどのような状況になっているの

か、お伺いします。もし、その計画が、なくなっているの

であれば、当該地域のまちづくりに、道路整備も含め、今

後どのようなことが考えられるのか、お伺いします。 

町    長
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５ 教育行政につ

いて 
学校・地域・家庭一体の教育活動の推進を！ 
 わが国は、これといった資源がないにもかかわらず、戦後、

急速かつ驚異的な発展を遂げてきました。これは、国を挙げ

て教育に力を入れてきた成果だと思います。 
 しかし、現在のわが国は、産業構造等の変化により勤労者

の所得が減少するとともにその格差が広がり、それが教育の

格差につながったのではないかともいわれています。 
 そうではあるにせよ、国の発展に大きく影響するのは、心

のかよった教育だと思います。これを実践するためには学校

だけでなく、地域や家庭が一体となった教育活動が必要だと

思います。財政のきびしい中ではあるが、将来を担う子ども

達のために、具体的に何が出来るのか、しっかりと考えてい

く必要があると思います。 
(1) そのため、地域公民館を活用し、退職教員などお年寄り

による各種講座の開設等を促進してはどうかと考えます

が、教育委員長の見解をお伺いします。 
(2) また、そのための補助金等を地域自治会等へ交付しては

どうかと考えますが、教育委員長の見解をお伺いします。 

教育委員長

質  問  者          仲 宗 根    健   仁   議  員          質問の相手 

１ 内間御殿の国

史跡指定につ

いて 

(1) 今後、どのように整備し、活用していく考えか。 町    長 

２ 広域火葬場建

設について 
(1) 西原町と宜野湾市・中城村・北中城村・北谷町の５市町

村による共同火葬場と葬祭場の建設を検討しているとの

報道があったが、その経緯とその後の進捗状況は。 

町    長 

３ 防犯灯の設置

状況について 
(1) 町内の設置数は。 
(2) 自治会独自による設置数は把握しているか。 
(3) 行政が設置する場合の設置基準はあるのか。 

町    長 

４ 生活環境整備

について 
(1) 幸地 586－18 伊敷さん宅隣の排水路整備の際、敷地の提

供により整備してもらったが、7～8 年経っても法面整備

等がされていないとの話だが、詳細を伺う。 

町    長 

５ 町民陸上競技

場の使用につ

いて 

(1) 陸上競技場でのグラウンドゴルフ等の使用が出来ない

との話を聞いているが、その理由は何か。 
教育委員長
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６ 子供達への防

犯指導につい

て 

(1) 最近、子供達への声かけ事案が県内各地で多発している

が、被害に遭わないような指導はどのようにしているか。 
教育委員長

７ 選挙公報につ

いて 
(1) 選挙管理委員会としてどのように考えるか。 選管委員長

質  問  者          宮   城    秀   功   議  員         質問の相手 

１ 防災体制につ

いて 
(1) 去る 10 月 24 日に起こった南西石油の油漏れについて、

我々議員団は何も知らず、読谷村の研修後に事故の事を新

聞で知った。行政では連絡体制がなってないと思っている

が、事故と行政の処理の仕方を詳しく知りたい。 
(2) この事故で中城湾の関係漁協は莫大な被害を受けてい

るが、行政の対応は聞こえない、どうなっていますか。 
(3) 湾岸漁協では 10 数回の協議会が開かれていると聞いて

いる。西原町は何回の出席か伺いたい。 

町   長 

２ 道路整備につ

いて 
(1) 那覇・北中城線、浦添・西原線、西地区区画整備事業、

翁長・森川線の進捗状況、予算面（今後）、モノレール駅

周辺の状況整備を詳しく知りたい。 
 各事業がどこまで進んでいるか、個別的に知りたい。 

町   長 

３ 環境問題につ

いて 
(1) 西原町の公害防止条例の改正はどこまで進んでいるの

か伺いたい。 
町   長 

４ 棚原児童公園

の防護ネット

の整備につい

て 

(1) ２ヶ所ある児童公園の利用で子供達は活発であるが、い

ろいろな球技で遊んではいるが、隣の民家に球が飛び迷惑

をかけているが、ネット設置はできないかを伺いたい。 

町   長 

質  問  者          宮   里    芳   男   議  員          質問の相手 

１ 文教のまちに

ついて  
西原町は文教のまちとして「平和、共生、躍動」をテーマ

に掲げていますが、 
(1) 三つのテーマについてそれぞれ取り組み状況伺いしま

す。 
(2) 今後の活性化方策について伺います。 
(3) 文教のまちと健康づくりのまちとの関連性について 

町   長 

教育委員長

２ 各種団体につ

いて 
 平成 22 年 9 月 15 日第 4 次行政改革を打ち出しています。

文教のまちを目指す教育５項目の中で各団体補助金につい

て整理、統合もしくは廃止を図るとなっています。22 年度

実施となっていますが取り組み状況お尋ねします。町の活性

化は各種団体が活発な活動をし、運営していくことによって 

町   長 

教育委員長
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 町民全体が元気で楽しいまちづくりができるものと思われ

ます。又、町民の医療費も軽減されると思われます。そこで

活発な活動を行う為には補助金が必要だと思います。 
各種団体への補助金額と事務局設置についてお尋ねします。 
(1) 何団体へ補助しているか又各団体への補助金額はいく

らでしょうか。 
(2) 各団体の事務局設置場所を教えてください。 

 

３ 坂田小学校過

密について 
(1) 平成 22 年 5 月 1 日現在、児童数が 934 名、学級数 30、
この現状は大変な状況だと思います。対策はどこまで進ん

でいるのでしょうか、第 4 次行政改革の中で調査、検討す

るとなっていますが、どのように検討されているのか。 

町   長 

教育委員長

質  問  者          仲   松         勤    議  員         質問の相手 

１ 西原町の行政

運営と県政と

の連携につい

て 

(1) 去る 11 月 28 日投開票された沖縄県知事選挙は自民県

連、公明などが推す現職の仲井眞弘多氏が再選されたこと

は、景気の不明感が強い中、政府との協力関係を維持しな

がら新たな振興計画の策定や産業・雇用施設の継続を図ろ

うとする仲井眞氏の現実路線を県民の多数が選択した結

果と見ることができる。米軍普天間飛行場の県外移設要求

も強く打ち出しており、日米合意の推進を図る民主党政府

との協議にもその交渉力を発揮してもらいたいものです。

我が西原町においては、伊波氏を新聞等の選挙広報でも推

薦をした上間町長ですが、今回の選挙結果を受けて、県行

政と西原町のまちづくりにおいての連携には影響はあり

ますか。 
(2) 中城村・西原町・与那原町・南風原町で組織する「基地

ない町村協議会」の現状はどうなってますか。又、あらた

めてその主旨を教えて下さい。 

町   長 

２ 文化・観光の

発展について 
(1) 内間御殿が国の文化財指定を受けたことを知り、町民の

一人として大変喜んでいます。これまで内間御殿の国の文

化財指定に向けてご尽力をいただきました関係各位に対

して心から敬意と感謝を申し上げます。 
あらためて今後の取り組みを聞かせて下さい。 
まず、御殿の整備事業の年次的取組計画、さらに「復元期

成会」の結成・活動計画、又、町の観光振興との連携につ

いてはどのように考えていますか。 
(2) 観光協会の設立を西原町では必要ですか。 

町   長 

３ 西原町「庁舎

等複合施設建

設」について 

(1) 町役場の新庁舎を含む複合施設の建設事業の推進の現

状と課題は。 
町   長 
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 (2) 基本設計業務を受託している業者やその組織とはどう

いう方々ですか。どの位の予算でどういう仕事をします

か。又、直接この組織に関わった会社等がその後の建設等

の業務を受けることもできますか。 
(3) 「西原町庁舎等複合施設検討委員会」が発足しましたが、

どのような方々が委員になりましたか。又、施設の基本設

計の検討ですが、具体的な時期や取り組みはどの程度です

か。 
(4) 庁舎等の複合施設建設事業にかかる工事等の分離発注

並びに多様な西原町工事組合等への受注、優先発注をどの

ように推進しますか。 

 

(1) 中学生の「まちづくり提案」について 
 琉球大学附属中学校の３年生が、西原町のまちづくりを学

習し、その成果として 10 月 5 日に町議会へ陳情提案をし

てきました。①全国の特産品を集めたコンテストの開催や

②テーマパーク建設とヤギのブランド化で「知名度向上プ

ロジェクト」③移転後の役場跡地の開発「オタク集客プロ

ジェクト」等と大きく３つのプロジェクトを提案してきま

した。まずは「まちづくりを推進実行」する役場当局のこ

のプロジェクトに関する考えを聞かせて下さい。 

町   長 ４ 文教のまちづ

くり 

(2) 西原町においては過密化する学校もあれば逆に児童生

徒が年々少なくなっている学校もあります。各小学校の現

状と推移はどうなってますか。 
(3) 小学校において空教室がどの程度ありますか。又、その

活用はどうなってますか。 
(4) 過密化する坂田小学校の問題はどのように考えますか。 

教育委員長

質  問  者          呉   屋         悟   議  員         質問の相手 

１ 町政運営 (1) 上間町政の実績とは 
 就任して早 2 年が経過している。多くの選挙公約につい

て着手し、実現したもの、継続して取り組んでいるもの、

新たに取り組まなければならないものなど、多岐にわたっ

ている。 
 イ．町政運営は、①平和、②福祉、③産業振興、④住環境

整備、⑤教育・文化、⑥行財政改革に大きく分けられる

と思うが、成果と課題の説明を求める。 
 ロ．これからの地方分権の社会の中で、財政難の中、国・

県からの権限移譲でますます自治体の役割は責任が重

く重要になってくる。行政のこれからの方向性と課題に

ついて説明を求める。 

町   長 
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 (2) 普天間基地問題 
イ．本件は、９月定例議会の一般質問で取り上げた。本町

を含む５市町村で発足した「基地ない町村協議会」の目

的と進捗状況の説明を求める。 
 ロ．基地被害というけれども、本町は、普天間基地所属の

戦闘ヘリなどの騒音測定を実際に行っているのか。測定

器の設置状況はどうなっているのか。 

 

２ 住環境整備 (1) 交通安全対策の予算拡充を 
 来年の 3 月定例議会提案に向けて予算編成が行われてい

る時期である。本件は、９月定例議会の一般質問でも取り

上げた町民から受ける相談で最も多い街灯やカーブミラ

ー設置などの交通安全対策予算の拡充を再度求める。 

町   長 

３ 産業育成 (1) ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉は、国内農業はも

とより本県の基幹産業であるサトウキビをはじめ関連産

業への壊滅的な影響を及ぼすことが懸念されている。サト

ウキビは、国からの助成が制限されつつあり厳しくなる一

方だ。本町の農業関係者の反応と対応は。 

町   長 

４ 教育・文化 (1) 国指定の受けた内間御殿。関係者の努力に敬意を表した

い。今後の方向性と課題は。 
教育委員長

質  問  者          大   城    好   弘   議  員          質問の相手 

(1) 崎原地区農振・農用地の土地利用について 
 イ．農業施設の違法修理工場について小波津川改修に伴う

修理工場の移転補償は県、本町（当局）のいずれか。 

町   長 

 ロ．農業委員会は現状復元について今迄での指導、勧告に

ついて説明を求める。 
農業委員会

会長 

１ 農業振興につ

いて 

 ハ．同地区に食品工場の移転について経緯と説明を求め

る。 
 ニ．農業政策について見解を求める。 
 ホ．農地基盤整備事業を導入するに当て地権者への同意が

行われておりますが、全体への説明必要性について。 

町   長

２ 住環境につい

て 
(1) 焼却炉、溶融炉の建設について 
 イ．小那覇工業専用地に民間企業による計画があります

が、当局にその建設許可、申請、または情報があるか伺

う。 
 ロ．特定事業所の県の許認可になるが本町とのかかわりに

ついて手続き上の問題点について伺う。  

町   長 
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３ 執行体制につ

いて 
(1) 南西石油の油漏れの対応について 
 イ．緊急時の対応について、指揮命令の体制について 
 ロ．議会への連絡の遅れについての説明を求める。 

町   長 

質  問  者          与 那 嶺    義   雄   議  員          質問の相手 

１ 行政改革につ

いて 
 国・地方を取り巻く財政状況は、長期化する経済不況に連

動し益々厳しくなる一方である。地域主権の流れの中で、市

町村の事務事業量は増加するが職員定数は抑制しなければ

ならない状況にある。その打開策として、 
(1) 職員ひとり一人の資質の向上 
(2) 住民との協働・コラボレーションの構築 
(3) NPO（民間非営利団体）の育成と事務事業の移譲 
(4) 事務事業の外部発注（アウトソーシング）等が不可欠だ

と考える。 
上記の項目につき町長の見解を問う。 

町   長 

２ ごみ問題につ

いて 
(1) 南部のごみ問題、いわゆる管内の焼却残さを一元的に処

理する最終処分場建設問題は、当初計画の断念から長期計

画へと方針転換し今日に至っている。そのサザン協への負

担金を町議会は、①行政執行の問題②長期計画の問題③財

政負担の問題から否決したが、この間の取り組みを問う。 
(2) 家庭から排出される一般ごみの 40％近くを占める生ご

み対策については、県内自治体においても住民との協働で

生ごみの堆肥化や家畜の飼料化の取り組みが始まってい

る。清掃組合への負担金の削減や焼却施設の延命化の観点

からしっかりと対応すべきではないか。 

町   長 

３ 有機農業の振

興について 
(1) 去る 6 月議会でのこの点に関する私の質問に対し、建設

部長は「農家の情報や関係機関と連携し、どのような振興

策があるのか検討したい」と答えている。行政側が有機農

業へのしっかりした理念やビジョンがなくて推進できる

はずがない。有機農業の先進地の成功例をいくつか例示し

てほしい。そして本町における振興策を再度問う。 

町   長 

４ 就学援助と学

校給食費の滞

納問題につい

て 

(1) 給食費の滞納者の中で準要保護に該当する世帯が相当

数いるのではないかと考える。その該当者に就学援助制度

を活用してもらうことにより、真に必要としている子供に

援助の手を差し伸べ、給食費の滞納者を減らすこともでき

る。教育委員会はどの程度の準要保護世帯がいるとみてい

るのか。 

教育委員長
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 (2) 直近の文科省調査で、未納への対応としては学校が主体

となり、１、電話や文書による督促 97.6％ ２、家庭訪

問による督促 78.4％ ３、就学援助制度などの活用を勧

める 66.0％。 
  さらに、督促にあたる人は１、校長教頭 69.5％ ２、

学級担任 62.4％ ３、学校事務職員 53.0％ ４、給食セ

ンター事務職員 21.6％ ５、教育委員会職員 17.2％とな

っている。本町の滞納対策との違いはどこか。参考にすべ

き点が多々あるのではないか。お聞きする。 

 

質  問  者          有   田         力   議  員         質問の相手 

１ 平成 23 年度

予算及び町政

運営について 

(1) 平成23年度予算に選挙公約をどう反映させるのか伺う。 
(2) 平成 23 年度予算に計上予定の重点項目及び優先事業は

どのようなものか伺う。 
(3) 平成 23 年度予算で歳入増を図るにはどのように取組む

のか伺う。 
(4) 「西原町補助金の交付に関する規則」に基づく実績報告

書の検証はどのように行ったのか。平成 21 年度の事業内

容等は適正であったか。併せて平成 23 年度の補助金予定

額をどのように考え、その算定根拠について伺う。 
(5) 市町村移譲対象事務の検討状況と今後の対応について

伺う。 

町   長 

２ 町職員数の状

況について 
(1) 平成 22 年度中における職種別退職職員数（実数及び見

込数）と職種別採用職員数（実数及び見込数）について伺

う。 

町   長 

３庁舎等複合施

設建設につい

て 

(1) 進捗状況と今後のスケジュール及び事業費等について

伺う。 
町   長 

４ 住民健診につ

いて 
(1) 住民健診受診率はどうなっているのか。又、今後の課題

と対策について伺う。 
町   長 

５ 環境整備につ

いて 
(1) 内間川の堆積土砂撤去時期について伺う。 町   長 

６ 教育行政につ

いて 
(1) 学校給食費の滞納整理（徴収）状況について伺う。 
 イ．発生初年度から平成 18 年度迄・平成 19 年度・平成

20 年度・平成 21 年度・平成 22 年度（10 月末現在）の

滞納額は。 

教育委員長



 9

  
単位：円 

～平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度
平成 22 年度 

10 月末 

     

 
 ロ．各年度の滞納給食費の徴収額と滞納額は。 

単位：円 
滞 納 額 の 徴 収 額  各年度 

の 
滞納額 

～平成 
18 年度

平 成 
19 年度

平 成 
20 年度

平 成

21 年度

平成 22 年度
1 0 月 末 
滞 納 額 

～平成 
18 年度       

平 成 
19 年度 

      

平 成 
20 年度 

      

平 成 
21 年度 

      

平 成 
22 年度 

      

 
 ハ．平成 22 年 10 月末における滞納給食費の総額と今後

の徴収策について伺う。 
 ニ．子ども手当からの徴収額について伺う。 
 ホ．滞納額の不能欠損処理を考えているか。その場合の責

任の所在はどうなるのか伺う。 
(2) 子ども理解のための指導・支援カルテの取組み状況（進

捗）について伺う。 
(3) 平成 24 年度からの新学習指導要領の実施に向け中学校

では武道とダンスが必修となるとされております。それに

向けた本町の取組みについて伺う。 

 

質  問  者          城   間    義   光   議  員         質問の相手 

１ 観光振興につ

いて 
(1) 西原きらきらビーチ向かいに待望の商業施設(テナント)
と音楽堂の複合施設「ムーンテラス東崎」がオープンした。

この施設で飲食をするために数回利用する機会があった

が、夜間はビーチ側が消燈するため真っ暗になっていて、

非常に寂しさを感じた。町は、マリンタウン地域を観光資

源として活用するとしているので、営業時間中に周辺の点

燈を図るべきと思うがどうか。 

町   長 

２ 環境衛生につ

いて 
(1) 家庭系ごみ及び事業系ごみの収集運搬業者の選定の資

格については、各々の規則で定めている。家庭系ごみの規

則の資格要件に年令制限などが導入されているが、事業系

ごみの規則には導入されてなく統一されてない。町民が公

正、公平に参加するために町として検討すべきではない

か。 

町   長 
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３ 庁舎等複合施

設の建設につ

いて 

(1) 庁舎等複合施設の建設については、プロポーザル方式に

より選定した設計業者と平成 22年 9月 3日に契約締結し、

着々と事業が進行していると聞いている。この事業は、建

築工事業者、電気工事業者、管工事業者など多くの業者が

参加すると思うが、本町の建築工事業者の数は、土木工事

業者と比べて非常に少ないので、町外の業者の参加が多く

なる。町は町内業者の育成と参画をどのように考えている

か。 

町   長 

４ 平成 23 年度

の予算編成に

ついて 

(1) 平成 23 年度の予算編成作業中であると思うが、新たな

取り組みはどのようなものか。 
町   長 

５ 執行体制につ

いて 
(1) 住民監査請求に伴う住民訴訟の対応について、町はどの

ように考えているか。 
町   長 

質  問  者          喜   納    昌   盛   議  員          質問の相手 

１ 上原棚原土地

区画整理事業

関連について 

(1) 上原区内の関係地権者とは、全て解決したのか。 
(2) 未処分の付保留地の処分情況はどうなっているのか。 
(3) 全ての事業完了の見通しは何時か。そして何を持って事

業の完了とされるのか。 
(4) 上原区画整理地内に有する町有地の区画数とその面積は

いか程か。 
(5) その町有地の利活用はどのように考えているのか。全て

処分する考えなのか。 
(6) 上原高台公園の専用駐車場に一部活用する考えはないの

か。 
(7) 上原自治会コミュニティーセンターの敷地は、町有地を

借地している。年間借地料を 227,128 円払っているが、そ

の減免、あるいは安価払下げ等の措置も可能なのかどう

か。 
（公民館用地に関連して） 
(8) 千原区の公民館用地確保について、過去何度も要請され

てきたはずだが、今、どうなっているのか。 

町   長 

２ 県道 29 号線

拡幅工事につ

いて 

(1) その進捗状況はどうなっているか。 
(2) 本格的に工事が始まれば子供達の通学路であり、その安

全対策はどう考えているのか。 
(3) 上原地内の東側地域の土地の用途変更を含めた整備の計

画を伺いたい。 
(4) 付随するであろう下水道工事について 
 上原地域は何処につながる予定か。その見通しと町内の下

水道の現状はどうか。 

町   長 
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３ 町政について (1) 今年度の新規事業を含めた予算執行の実績と評価を伺い

たい。 
(2) いいあんべー共生事業について、その予算の出所と予算

額はいくらか。又、次年度の委託先選定についてどう考え

ているのか。 

町    長

質  問  者          伊   波    時   男   議  員          質問の相手 

１ 保育行政にお

いて 
(1) 西原保育所の運営状況は 
 イ．保育園児定員数  名 
 ロ．職員数      名 
 ハ．国基準の保育料  千円 
 ニ．町費負担額    千円 
(2) 平成 22 年 3 月議会において、西原保育所は築 38 年で建

物は老朽化が進んでおり、民営化を含めた位置づけの検証

を早目に行い改築の有無と今後の方向性を検討すると答

弁されているが、将来の方向性は検討されたか。 

町    長

２ 都市計画及び

土木行政につ

いて 

(1) 西地区区画整理地内、通称グテービラの道路が一部階段

工で計画されている件において 
 イ．区画整理区域内の実施計画、造成高変更委託業務の中

で現道路が階段工計画から車道への変更が出せるのか。 
 ロ．上記以外にも車道として見直しが可能か検討をしたい

との事だが見解は。 
 (2) モノレール浦添市延長事業における西原町域も一体的

な整備が必要と考えるが。 
 イ．県・浦添市側との情報交換や協議等の進捗状況は。 
 ロ．当該駅へのアクセス関連や駅周辺における土地利用計

画の具体的な取り組みは 

町    長

３ 墓地行政は (1) 墓地整備計画の具体的な取り組みの中で 
 イ．墓地区域外禁止区域設定の取組は 
 ロ．本町における墓地行政計画の作成状況は 
 ハ．墓地等の経営許可に関する例規の整備状況と県からの

権限委譲の取組は 

町    長

質  問  者          長   浜    ひ ろ み   議  員          質問の相手 

１ 児童福祉につ

いて 
(1) うるま市の児童通学路での事故を受け西原町内の児童の

通学路安全点検について 
(2) 小児肺炎球菌ヒブワクチンの助成について 

町    長

２ 女性の健康支

援について 
(1) 子宮頸がんの助成について 町    長
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３ 障がい者福祉

について 
(1) 障がい者の運転免許取得の補助について 町     長

４ 選挙について (1) あらゆる選挙の投票入場券に期日前投票、不在者投票の

宣誓書の書き入れ事項があれば町民の利便性も高まり投

票率のアップにもつながると考えるが当局の見解を伺う。 

町     長

質  問  者          伊   礼    一   美   議  員          質問の相手 

１ 生活環境の整

備について 
(1) 県道 38 号線に通じる町道翁長 3 号線は先端に向けて約

100ｍほど排水溝が整備されてない。雨が降ると路面に水

がたまり、通行人は通過する車のはねるドロ水をかぶせら

れるなど被害をこうむっている。通行人や地域住民の安全

を守るために、早急に排水溝を整備すべきです。当局の見

解を伺います。 

町    長

２ 農業振興につ

いて 
10 月 28 日付、沖縄タイムスと琉球新報に県内の中小菓子

製造業者が西原町耕作放棄地解消対策協議会が生産するシ

マナーを活用してサーターアンダギーなど７品を商品化し

て、11 月から発売すると報じている。喜ばしいことである。 
(1) いまの西原町耕作放棄地解消対策協議会が取組んでいる

事業活動について伺う。 
(2) 西原町耕作放棄地解消対策協議会の今後の事業展開の展

望について問う。 
(3) 「対策協議会｣の事業活動の成功を勝ち取るカギは強力な

事務局体制の確立にかかっている。事務局の構成と人員体

制はどうなっているか。 
(4)耕作放棄地解消対策に「ヤギの飼育」も加える考えはない

か。 

町    長

３ 福祉行政につ

いて 
(1) 国民健康保険特別会計の赤字解決策について見解を伺

う。 
(2) 国保税滞納世帯の高校生世代に交付すべき短期証が交付

されないで窓口で留め置かれている。その件数はいくら

か。 

町    長

４ 保育行政につ

いて 
(1) 保育所待機児童数はいくらか。 
(2) 西原保育所の改築の見通しについて伺う。 

町    長

５ 教育行政につ

いて 
 文科省は 8月に学級定員を年次的に現行の 40人から 35人

に引き下げることを発表した。35 人学級定員を実施する場

合、教室数は確保できるか。 

教育委員長



 13

 (1) 小学校の場合 
 イ．坂田小学校の現況はどうか 
 ロ．西原南小学校の現況はどうか 
 ハ．西原小学校の現況はどうか 
 ニ．西原東小学校の現況はどうか 
  ※西原東小学校は 30 周年を迎えるが、本体の学校施設

は大丈夫か。 
(2) 中学校の場合（2014 年度から） 
 イ．西原中学校について 
 ロ．西原東中学校について 
(3) 坂田小学校の過密化解消の対策について伺う。 
(4) 町内の小中学校教員の正規教員の占める割合について伺

います。 
 イ．小学校の正規教員の割合は 
 ロ．中学校の正規教員の割合は 
 ハ．全体では 

 

質  問  者          前   里    光   信   議  員          質問の相手 

１ 町政運営 (1) 国民健康保険の広域化について 
 県が進めようとしている広域化について具体的にはどう

なるか。町の収納率の達成や調整交付金の増額は見込める

か。 
(2) 東部消防組合の広域化の事業推進は現在どうなっている

か。 
(3) 現在の町議会について町長はどう考えているか。議員年

金制度の廃止等も含め考えを聞きたい。 
(4) 町内の民生委員の定数不足と町当局の取り組みについて 
(5) 町道の街路樹の剪定業務について 

町    長

２教育関係業務 (1) 町陸上競技場の町民の活用について、一部町民が苦言も

あり、今後の方向性を問う。 
(2) 内間御殿の今後の取り組みについて、文化庁との関係等

も含め、その内容について質問します。 
(3) パークゴルフの収入金の取り扱いについて、係員たちの

業務のあり方等現状について質問します。 

教育委員長

質  問  者          大   城    誠   一   議  員          質問の相手 

１ 農業振興につ

いて 
(1) 耕作放棄地解消に向けた取組について。 
 イ．利用可能な農振農用地の耕作放棄地解消計画と進捗状

況について。 
 ロ．解消に向けた今後の取組は。 

町    長
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 (2) 新たなさとうきび経営安定対策について。 
 イ．平成 21 年産で A－５の特例要件終了後の生産農家へ

の交付金の対象要件ごとの農家数について。 
 ロ．ハーベスタの導入があったが、運用状況について。 

 

２ 安全な通学路

の確保につい

て 

(1) 西原小学校通学路（兼久交差点から西原町立図書館前通

じる道路）については舗道が狭く、すれ違いが困難である

等危険な道路として、父母から安心安全な通学路の整備が

求められている。その改善について。 

町    長

３ 待機児童の解

消について 
(1) 本町の待機児童の状況について。 
(2) 解消のための取組みは。 

町    長

４ 庁舎等の建設

について 
(1) 建設予定の複合施設へのバリアフリーの取組について 町    長

質  問  者          大   城    純   孝   議  員          質問の相手 

１ 執行体制と行

政改革につい

て 

 第4次西原町行政改革大綱と西原町行財政集中改革プラン

総括について公表されていますが、その中での取り組みにつ

いて伺います。 
(1) 行財政集中改革プラン総括５年間の成果とありますが、

全体的な達成度はどう評価しているのか伺います。 
(2) 個別的な取り組みはどうか。 
(3) 第 4 次西原町行政改革大綱で「民間を活用した行財政運

営」とあるが、どう推進するのか、又、民間委託で行う行

政サービス何を想定しているのか伺います。 
(4) 事務事業の点検で、敬老祝金の交付、又、工業立地促進

事務運営事業で「沖縄地域産業立地推進協議会」からの脱

退の検討とあるが、伺います。 
(5) その他 

町    長

２ 内間御殿の文

化財指定につ

いて 

(1) 平成 23 年度に国指定に向け告示されることになりまし

たが、指定後の町の取り組みと整備事業や周辺部を含めて

西原町の観光的にどうアピールするのか伺います。 

町    長

３ 雇用対策につ

いて 
 12 月 3 日新聞報道で雇用サポートセンターを設置とあり

ますが、雇用サポートセンターの役割と取り組みについて 
(1) 対象とする企業は町内、町外を含めると思いますが、ハ

ローワークとの違いはどうか。 
(2) 求人・求職者をマッチングさせるとあるが、どのような

手法で雇用の創出をするのか伺います。 

町    長
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４ 町内の交通安

全と道路維持

について 

(1) 兼久地域はマリンタウンに隣接し年々交通量が増加しつ

つあります。小那覇工業専用地域、マリンパークへの利用

者が集落内を国道に抜ける為に大型車両が頻繁に通過し

ている状況があります。町として対策はどう考えているの

か伺います。 
 イ．旧コクヨ入口への誘導員を企業に要請が可能か。 
 ロ．中央公民館の裏の道路の改修は予定されているのか。 

町    長

５ 平成 23 年度

予算の編成に

ついて 

(1) 新年度の予算編成の取り組みの状況はどうかうかがいま

す。 
町    長

 


